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今月の話題：最近，新聞紙上はきな臭いニュースが多い．やがては憲法に明記された軍隊が北朝鮮を迎撃する事にな

るのだろうか．日中戦争の勃発した 1937 年生れの私は小学 2 年の時，敗戦の惨状を経験した．戦争体験の

語り部として最年少の世代ではないかと，昨年，高校同期の文集に「戦禍の記憶」という特集を組んだ．爆

撃の下を逃げ惑った様，引揚時の悲惨がさまざまに綴られ，「まさに我々の戦場であった」という実感が呼

び覚まされた．これらの記憶を是非，次世代に伝えねばならないという思いを新たにしている．（伊藤誠三） 

 

□ 本部便り：（金森捷三郎 記） 

・サーツ水曜特別サロンが 7 月 5 日(水)18;00 からサー

ツ事務所で和田先生を迎えて開かれます．気軽な討論を

お楽しみに．各位のご参加をお待ちします．  

○次回拡大理事会：9 月 5日（火）18：00～ 

□ 建築部会：（岡本 直 記） 

・5 月の建築部会は 17 日（水）に開催された．主な議題

をその後の関連の動きも含め以下に報告致します． 

①東京都のマンション耐震セミナーの開催が 9/9 に決定

した． 5/22 の打合せにより，講演題名，内容要旨など

を 6月中に決定，7 月から各方面へ告知が開始される．  

②文京区建築指導課との意見交換会が 5/26 に開催され

た．耐震改修関係や空き家問題など，関連資料をもとに

意見交換を行った．次回は 8/25 の予定． 

③（公財）建築技術教育普及センターの調査・研究助成

について建築部会関連では次のテーマを 4/27 に申請し

た．「既存マンションの大地震に対する安全・安心につい

て建築技術者に望まれる知識と役割に関する調査・研究」 

④サーツに依頼のあった耐震診断の案件について１件が

診断を終了し，他の１件は 6/10 の納期に合わせ，詰めの

作業を行っている． 

⑤その他の話題：1）5/11 拡大理事会の報告および最近

の建築界の動きなどの紹介が安部常務理事から行われた． 

2）神田先生に出席して頂き，NHKTV で 5/20 に放映され

た耐震偽装のその後（神田先生も出演），および建築基本

法を中心に先生と活発に意見交換を行うことができた． 

○次回建築部会予定：6 月 21 日(水)17：30～19：00 

□ 戸建住宅部会：（阿部市郎 記） 

・「新耐震基準の木造住宅の耐震性能検証法」が国土交通

省より公表されました．熊本地震の被害調査結果を反映

して，法律に基づく耐震改修支援センターとして指定さ

れた（一財）日本建築防災協会において坂本 功先生を

委員長としてまとめられたものです．同協会のホームペ

ージ(http://www.kenchiku-bosai.or.jp/)からダウンロ

ード出来ますので，ご一覧をお薦めします． 

○次回部会予定：6 月 8 日（木）18：00～ 

 ｼｮｰﾄｽﾋﾟｰﾁ：菊池清氏「BOY SCOUT 運動」  

□ 集合住宅部会：（小畑晴治 記） 

・平成２８年度着手事業がようやく収束しつつあります．

“中層階段室住棟用昇降装置の研究開発”は，調査スポ

ンサーＪＳの幹部への報告をして大変喜ばれました．そ

の席で紹介を受けたＵＲ本社ウェルフェア戦略室に概要

説明を行ったところ，大変興味を持って頂き，「今，正に

この問題に直面して方策を練っている．大変参考になっ

た．」との反応を頂きました． 

・再生支援の勉強会を行ってきた第２稲毛ハイツの勉強

会も全て完了したところですが，アンケートを行って住

民意識を確認した上で本年度調査に入ることが，確認さ

れました．もう一息，踏ん張る？必要がありそうです． 

・新規団地への種まきの必要性を感じながら，平成２８

年度の上記の二つの事業がほぼ執行でき，一定の成果を

出すことができたと考えています． 

 ○次回部会予定：6 月１日（木）18:00～ 

□ マンション管理組合支援事業部：（丸山和郎 記） 

・5月度，受託進展状況 

1）今期受託契約済７件（①豊玉北，②豊玉北その２，③

大森，④東久留米市，⑤柏市，改修設計・業者選定補助，

⑥足立区浮間，診断調査，⑦藤沢市鵠沼， 

2）上半期，引合い 4件（ ⑧文京区本駒込，長期修繕計

画 ⑨中野区，建物診断・耐震診断 ⑩豊島区駒込，賃

貸 M，建物調査～改修設計，⑪草加市谷塚，長期修繕計

画・個別顧問）は先月に同じく動きなし． 

3)５月度の新規引合い 2 件（⑫上記柏市⑤の隣接物件，

診断調査，⑬大和市，補助金付き耐震診断） 

PM 部員各位の協力を期待しています．   

・サーツ寺子屋「風土と建築防水」6月 15 日開催，講師：

田中享二東工大名誉教授 講義概要：世界の気候風土と

屋根の形の成り立ちから講義は始まり建築材料の劣化と

水との関わり建物を水から守る防水技術と材料地下水か

らも影響を受ける建物構造物についてなど建築技術者が

専門用語を使って一般市民の方々に説明するものとは異

なり，家庭の主婦の方々にも解りやすい建築防水の話で

す． 建築技術者や建築を志す学生の方たちにとっても建

築防水の基本となる考え方を再認識する良い機会となる

ミニセミナーとなることでしょう．  

5/26 現在，受講申し込み数は 8 名で，寂しい限りです．

多くの方々の受講を待っています． 

○次回部会予定：6 月 1 日（木）16:00～18:00 

定例の部会議事のほか，6月 15 日の寺子屋への参加案

内及び4月26日の東京都マンション施策推進会議の報告

もあります．同日，18：00 より集合住宅部会が開催され

ますので皆さん引き続きご参加ください． 

□建築技術誌 6 月号（5 月 17 日発売）サーツ欄掲載記事 

・丸山和郎：ネパールのホテル建設－ネパール帰化・宮  

原巍氏とともに 

・安部重孝：モンゴル国の既存集合住宅（WPC 造）の耐   

震性及び外断熱技術調査 

□ 余滴：青葉風行き交ふ人のこゑ弾み  まこと 


